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用　語 使用箇所 （章と節） 回数
死ぬ 1妻ハ鴨
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Vll．結果と考察
　古代思想において，「人とからだ」との関わりがどのようであったかを知るために，ヨシ
ュア記24の全章から，「人とからだ」に関わる言葉が，どの箇所で，またそれがどのよう
に用いられているかについて逐一拾い上げたところ，全部で144箇所で用いられているこ
とが明かとなった。そこで，それらを次のように分類したところ，次の結果が得られた。
（1）ヨシュア記が書かれた時代の「人」のあいだでは，ギリシャや近世の「からだ」に当
たる用語が，まったく使用されていないことがあきらかになった。
（2）身体各部位の名称として用いられている用語は，全部で57箇所であった。そのうち上
肢部が29箇所で最も多く，次いで頭部が12箇所，下肢部が11箇所，体幹部が5箇所の順
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であった。
（3）生命に関する用語は，全部で56箇所で用いられていた。その中でも「殺す」鱒が
最も多く23箇所，次いで「生きる」噸　は15箇所であった。
（4）身体の状態を表す用語は，全部で18箇所であった。
（5）その他の用語は，全部で！2箇所で，「身」、鱒　が最も多かった。
　モー二五書においてもそうであったように，ヨシュア記の中には，「からだ」という言葉
が見当たらない。古代思想において，旧約時代の「人たち」のあいだには，なぜ今日われ
われが用いている「からだ」という概念が存在しないのであろうか。天地創造の後で「神
は自分のかたちに人を創造された」とある（創世記127）。これによれば，やはり神は「人」
を創造されたのであって，「からだ」を作られたのではない。では，この地球上にあって，
どの民族に，何時頃から，今日の「からだ」の概念が発生したのであろうか。著者らが本
研究を継続しているテーマの中心はそこにある。そこだけにあって，それ以外ではない。
「からだ」とは一体何なのであろうか？　その「人」がその人の「からだ」の価値観を，い
かなる原点に立って評価するのであろうか。そして国や民族の相異によるその価値観の変
遷の過程を追及して，具体的な事象の変化を把握したいと願う。その解明の糸口として，
古代思想における「人とからだ」の命題の鍵を解くために，著者らはまず旧約聖書にそれ
を求めた。
VH．あとがき
もしそれ人とはからだのことであると
さういふならぼ誤りであるやうに
さりとて人は
からだと心であるといふならば
これも誤りであるやうに
さりとて人は心であるといふならぼ
また誤りであるやうように
　これは宮沢賢治の詩「月天子」の中の一節である。哲学，生理学，心理学，社会学，あ
るいは物理学などの学問分野のアプローチによって，「人」，「からだ」，また「心」とかい
うものの「実体」を，完全に解明しつくすことが可能なのであろうか。「月天子」の詩は，
われわれに「この問題の解決は，永遠の謎である」という暗示を最も露骨に訴えているよ
うにさえ思えてならない。
また，プラトンとアルキピアデスとの対話にこんなのがある。
　　　プラトン「すると，いったい人間とは何なのだろうか」
　　　アルキピアデス「言えません」
　　　プラトン「言えるとも，体の使用者だということだけはね」
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アルキピアデス「なるほど」
プラトン「で，そうすると何かはかに体の使用者があるかしら，魂のほかに」
アルキピアデス「ありません」
二人のきわめて短いこの会話から，一体何を学びとることができるだろうか。ここでプ
ラトンの言う「体」と「魂」とは何なのだろうか。はたして宮沢賢治の「からだ」と「心」
とをそのまま置き換えてよいのであろうか。しかし，たとえこの問題が「永遠の謎」であ
るとしても，われわれはこの命題から逃げ出すわけにはゆかない。
　「からだ」とその健康の問題を取り上げて，C．ヒルティ（1833－1909・スイスの哲学者）
は「眠られぬ夜のために」の中で，次のように述べて，われわれ現代人の「最高の関心事
は何か」を厳しく指摘している。
　今日の教養ある人々においてみられる最も嘆かわしい現象の一つは，彼らが健康に余り
にも大きな価値を置くことである。健康保持の関心があらゆる他の関心を凌駕するほどの
ものであるのを実にしばしぼ見受ける。世界歴史において幾千の蒲柳の人病弱の人が，そ
れにもかかわらず，然りしぼしばそのゆえに，最大の事業や苦難に能く耐えたことを，全
く忘れているように思われる。（中略）
　健康はたしかに大きな賜ではあるが，これを過重してはならない。むしろ健康の減退，
あるいはその喪失すらも，品位をもって耐え忍ぶことを学ぶべきである。なんとなれぼ，
健康は最高にしてまた不可欠の善福ではないからである。
　さらにヒルティは，この文章の終りに，つぎのように結んでいる。
いのち　　たから　　いと生命は財宝の最高きものに非ず，
わざわい　　　いと
乱悪の最大いなるは罪過なり　［シラーの劇詩『メッシナの花嫁』より］
　ヒルティは「健康は最高にしてまた不可欠の善福ではない」と言う。またF．シラー（1759
－1805・ドイツの劇作家）は「生命は財宝の最高きものに非ず」と言う。その「最高のもの」
とは何か。ヨシュア記はその答えを明確に示す。それは「お前たちの足の裏をもって征服
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わざせよ」と命じられたヤハウェの意志であり，業であり，ヤハウェ自身のことである。
　　　　　　　　　　　　　　□文中のヘブライ語は，すべて平沢所有の字母を用いた。
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